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論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論文は、肢体不自由児教育の今日的課題を、歴史的、実証的、臨床的に究明して、肢
















を究明しなければならない。 このことをふまえて、新 しい処遇体系としての教育的 リハビ
リテーションを提示 したい。 これが本論文を作成 した意図である。
第1章 は、肢体不自由児の処遇についての歴史的概観である。ここにおいて、わが国に
おいて、児童観、弱者に対する態度が、歴史的にどのような特徴を もっていたかが明 らか
にされる。明治以前には、障害児の人格は認め られていなかった。明治以後、キ リス ト教

















































のための教育課程に リハ ビリテーションを追加す るという形ではなく、障害の改善や機能
の向上を目的とする リハ ビリテーションと一般教育課程を計画的に統合 して、独自の教育
課程をっ くることを意味する。また医療、福祉、教育の関係者が緊密な連絡をとり、チー
ムワークを行い、それぞれ担当分野の機能を推進す ることである。
論 文1審 査 結 果 の 要 旨
本論文は筆者が】0数年にわたって従事 してきた肢体不自由児(者)の リハ ビリテー ション
活動の経験をふまえて、2回 にわたる肢体不 自由児の調査結果と文献研究を もとに、肢体不










明しようとした意図はおおむね達せ られ、教育的 リハ ビリテーションについて理論的裏付け
を与えたものと評価される。今後、教育的 リハ ビリテーションの方法や内容についての具体
的展開が期待される。
ホって、教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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